21世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」講演会開催報告書

（化学研究所）　倉田博基

演者：Alexandre Gloter (Laboratoire de Physique des Solides, Centre National 　

　　　　de la Recherche Scientifique, France)
演題：Implementing spectral deconvolution into spectrum-imaging mode : 
　　　A new step towards combined high spatial and energy-resolution EELS
日時：　11月21日（金）　14：00　〜　15：30

場所：　化学研究所　本館4階セミナー室（C-427号室）

参加者数：20名

講演内容：

[image: image1.wmf]　物質の局所領域を分析する手段として近年急速な発展を遂げている走査型透過電子エネルギー損失分光法に関して、基礎から最新のトピックスまで豊富な研究成果をもとに発表が行われた。特に、サブナノ空間分解能による位置分解スペクトル法とマッピングに関しては、ナノチューブをはじめとするナノ構造体への応用が紹介され、ナノサイエンスの研究手法として今後不可欠なツールになることを印象づけた。また、エネルギー分解能の改善法としてRichardson-Lucy法によるスペクトル解析法の開発も示され、詳細な状態分析と電子構造解析が議論された。講演後は、予定時間を延長した活発な討論が行われ、非常に有意義な学術講演会であった。

